
「スラヴ叙事詩展」　1928年 「ジスモンダ」　1895年

19世紀末のヨーロッパで流行した「アール・ヌーヴォー」の代表的な画家・デ
ザイナーとして時代を超えて愛されるアルフォンス・ミュシャ。今回の特別展
では、ミュシャ作品の世界的コレクターである尾形寿行さんの「OGATAコレ
クション」を中心に、珠玉の作品約500点を紹介します。

◎問い合わせ　市立美術館　☎25‒1447

源氏物語図屏風（相国寺所蔵）S H I M A D Z U

N O S H O

画家を志し、パリで挿絵の仕事を
しながら生計を立てていたミュシャ
に転機が訪れたのは、34 歳の時。
急きょ引き受けた大女優サラ・ベル
ナールの公演ポスター「ジスモンダ」
が大評判となり、彼は一躍時代の寵

ちょう

児となります。50 歳で祖国チェコ
へ帰国したミュシャは、チェコやス
ラヴ民族の歴史を描いた超大作「ス
ラヴ叙事詩」の制作にその後半生を
捧げました。
本展では、ミュシャの生涯をたど

る充実の内容で、その多彩な芸術の
魅力と画家としての思いに迫ります。
※�「スラヴ叙事詩」は作品画像をスラ
イドで紹介します

特
別
展
の
概
要

◉
会
期　
10
月
21
日
㈯
～
12
月

３
日
㈰　
※
月
曜
日
は
休
館

◉
開
館
時
間　
９
時
～
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で

◉
観
覧
料　

一
般
千
円（
７
０

０
円
）、
高
校
・
大
学
生
５
０

０
円（
３
０
０
円
）、
中
学
生

以
下
無
料

※�（　
）内
は
前
売
券
や
20
人
以

上
の
団
体
、
65
歳
以
上
な
ど

の
割
引
料
金
。
障
が
い
者
手

帳
や
ア
プ
リ
の
提
示
で
本
人

と
そ
の
介
助
者
無
料
。
11
月

３
日（
金
・
文
化
の
日
）は
無

料
。
11
月
19
日（
日
・
家
庭

の
日
）
は
高
校
生
以
下
同
伴

の
家
族
無
料

◉
そ
の
他　
会
期
中
は
尾
形
さ

ん
に
よ
る
コ
レ
ク
タ
ー
ト
ー
ク

や
ネ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い
。

島
津
荘
の
起
源

古
く
か
ら
、
島
津
荘
は「
平

季す
え
基も

と
が
摂
関
家
へ
寄
進
し
、
誕

生
し
た
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
荘
園
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
昨
今
の
研
究
に

よ
っ
て
そ
の
解
釈
が
見
直
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。

都
城
で
は
、
当
時
の
人
々
が

開
発
に
よ
っ
て
基
礎
を
作
っ
た

土
地
の
利
権
を
守
る
た
め
に
、

大
宰
府
役
人
平
季
基
と
、
大だ

ざ
い
の宰

大だ
い

弐に

で
摂
関
家
の
家
司
で
あ
っ

た
藤
原
惟こ

れ
憲の

り
の
仲
介
に
よ
り
同

家
に
そ
の
土
地
を
寄
進
し
、
誕

生
し
た
の
が
島
津
荘
で
す
。
荘

園
誕
生
の
根
底
に
は
、
自
分
た

ち
の
土
地
を
守
り
た
い
と
い
う

地
元
の
人
々
の
強
い
思
い
が
あ

り
ま
し
た
。

時
代
と
と
も
に
変
化
す
る

管
理
体
制

鎌
倉
幕
府
は
、
島
津
荘
の
管

理
を
担
う
地
頭
職
と
し
て
、
摂

関
家
に
ゆ
か
り
の
深
い
惟こ

れ
宗む

ね
忠

久（
の
ち
の
島
津
忠
久
）
を
任

命
し
、
摂
関
家
へ
の
年
貢
収
納

や
荘
域
内
の
治
安
維
持
を
委
ね

ま
し
た
。

元
寇
後
に
幕
府
の
体
制
が
揺

ら
ぎ
始
め
る
と
、
荘
園
の
事
実

上
の
管
理
者
で
あ
る
領
家
と
幕

府
が
任
命
し
た
地
頭
と
の
間
に

衝
突
が
起
き
始
め
ま
す
。
そ
の

中
で
、
領
家
の
影
響
力
が
次
第

に
低
下
。
ま
た
、
貨
幣
経
済
や

流
通
の
進
展
に
伴
い
、
荘
務
を

担
え
る
人
材
も
増
加
し
た
こ
と

で
、
新
た
な
荘
園
管
理
体
制
が

生
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

時
代
と
と
も
に
体
制
を
変
え

な
が
ら
、
戦
国
時
代
ま
で
そ
の

名
を
残
し
た
島
津
荘
。
本
展
で

は
、
そ
の
誕
生
か
ら
消
滅
ま
で

の
消
長
を
追
い
か
け
ま
す
。

企
画
展
の
概
要

◉
会
期　
10
月
14
日
㈯
～
11
月

26
日
㈰　
※
月
曜
日
は
休
館

◉
観
覧
料　
一般
４
０
０
円（
３

０
０
円
）、
高
校
・
大
学
生
３
０

０
円（
２
０
０
円
）、
中
学
生
以

下
無
料

※�（　
）内
は
20
人
以
上
の
団
体

料
金
。11
月
３
日（
金
・
文
化

の
日
）・
23
日（
木
・
島
津
発

祥
ま
つ
り
）は
観
覧
料
無
料

◉
主
な
展
示
史
料

【
国
宝
　
今
昔
物
語
集
巻
29
】

（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）

日
本
最
大
規
模
の
説
話
集
。

全
31
巻
で
本
書
が
最
古
の
鈴
鹿

本（
写
本
）
で
す
。
本
巻
に
は
、

日
向
の
国
司
が
機
密
情
報
を
守

る
た
め
に
書
生
を
殺
害
す
る
説

話
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
荘

園
が
拡
大
し

て
い
く
時
期

に
地
方
行
政

機
関
が
存
在

し
て
い
た
こ

と
が
う
か
が

え
る
重
要
な

史
料
で
す
。

【
重
要
文
化
財
　
薩
摩
国
伊い

さ
く
の作

庄し
ょ
う
ひ
お
き
ほ
ん
ご
う
し
た
じ
ち
ゅ
う
ぶ
ん
え
ず

日
置
北
郷
下
地
中
分
絵
図
】

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）

本
絵
図
は
、
元げ

ん

享き
ょ
う

４（
１
３

２
４
）
年
、
島
津
荘
の
薩
摩
国

日
置
北
郷（
現
在
の
鹿
児
島
県

日
置
市
）
の
全
土
地
を
領
家
と

地
頭
に
中
分
し
、
領
内
の
年
貢

収
納
事
務
や
警
察
権
な
ど
を
そ

れ
ぞ
れ
実
施
で
き
る
内
容
の
和

議
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
管
理

組
織
の
存
在
や
、
鎌
倉
時
代
後

期
に
土
地
を
二
分
す
る
よ
う
な

幕
府
方
と
荘
園
方
の
論
争
が

あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま

す
。

平安時代後期の万寿年間（1024 ～ 1028）に誕生した日本最大の荘園、島津荘。本展では、島津荘の誕生千年
を記念し、平安から鎌倉期の島津荘を巡る朝廷や貴族、幕府と南九州や都城地域との関わりについて、貴重な
文化財を紹介しながらひもときます。� ◎問い合わせ　都城島津邸　☎23‒2116

島津荘しまづ のしょう

都城島津伝承館特別展　島津荘誕生千年記念展

～平安・鎌倉期における南九州と都城～
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